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巻 頭 言
学問研究としての「教育実践学」の構築へ
教育学は，人間形成に関わる学問研究であります。具体的には，理論から出発し実践へ，
あるいは実践から始まり理論へと相互進行的な方法を有しながら研究が進められています。
したがって，教育学においても，教育実践は研究に位置付けられてはいますが，教育実践
そのものが学問研究の中軸に位置付けられているわけではありません。
一方，教育現場での輝かしい子どもの発言や活動を重視し，意義づけ価値づけることを
目的とする学問研究としての「教育実践学」は，当然のごとく教育実践を研究の中軸に位
置付けた研究となります。例えば，「教育実践学」においては指導内容方法，子どもの
学習活動などがカリキュラムとの関連でどのように改善されたのかといった実践的な検討
分析が必要とされます。無論，「教育実践学」においても，理論研究はなされています。
例えば，「教育実践学」の歴史論，諸外国のカリキュラム論，学校教育目的の設定論，教
育内容の構造論，教授学習論などが「教育実践学」の研究領域として考えられます。
教育学と「教育実践学」との違いをあえて指摘するならば，研究における教育実践その
ものの位置付けの比重の違いです。特に，「教育実践学」においては，教育実践そのもの
を提示したり，集積したりすることだけではなく，学問としての研究の性格や方法が問わ
れてくるといえます。すなわち，教育実践を学問研究として，どのように位置付けるかが
課題となってくるのです。
教育実践を学問研究として「教育実践学」へと高めていくためには，次のような指摘1）
が重要と考えています。第1は，「独創的な理論から生み出された実践，あるいは，実践
から生み出された独創的な理論」が存在することです。第2は，論述した「理論や実践が
客観的な分析や批判に耐えられる形で，提示されている」ことです。第3は，「理論，実
践が研究される過程で，子どもの学びとどのように結びつくのかについての考察」がなさ
れていることです。第4は，「社会とのつながりを保っている」ことです。第5は，「非実
践学との違いを明示的に示す」研究内容であることであります。
「教育実践学」構築の道筋に，教育実践の輝かしい成果と蓄積が大きく位置付けられる
ことを願ってやみません。
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